
H27全日本選抜体重別選手権大会における活動について 

 

１．実施内容 

①アスリート委員会 PRブース（日本代表柔道衣を着ての記念撮影） 

日時：平成 27年 4月 4日(土) 10：00～13：00／4月 5日(日)  9：30～13：00 

内容：試合場と同じ畳の上や表彰台で、日本代表柔道衣を着用して記念撮影。 

②全日本強化選手との交流会 

 日時：平成 27年 4月 5日（日）12：30～13：00   

内容：配布整理券をお持ちの 150名の来場者を対象に交流会を実施。サイン、記念撮

影など思い思いの交流。その後、全員の集合写真撮影会。 

【交流会参加選手】 

七戸龍、王子谷剛志、熊代佑輔、ベイカー茉秋、永瀬貴規 

宇髙菜絵、西田優香、近藤亜美 

 

２．活動報告 

【来訪者人数等】 

■4/4（土） 

・委員会ブース：約 80人 

■4/5（日） 

・委員会ブース：約 120人 

・サイン会：約 150人 

 

観客者に対して柔道イメージ向上や子供達に柔道への夢や憧れを持ってもらえるよう試

合以外で楽しめるイベントを企画し、またトップ選手と触れ合うことにより柔道ファンを

拡大していくことを目的に、引き続き今年度も委員会活動を実施しました。 

 大会期間中エントランスホールに委員会ブースを設け、子供用日本代表柔道衣(白・青)

を着て表彰台に上がっての記念撮影や実際に試合会場で使われているのと同じ畳に乗って

感覚を楽しんで頂きました。多くの子供達や家族連れが、憧れの日本代表と同じ『JPN柔道

衣』を身にまとって、喜び・興奮しながら撮影を楽しむが姿が見られました。また、初の

試みとしてアスリート委員会ポストカードを作成・配布しましたが、受け取った子供達は

一流選手にサインを書いてもらったり、大事に保管する等、想像以上に大好評でしたので

今後も継続していきたいと思います。あわせて、視覚障害者柔道やアンチ・ドーピング資

料も配布してPR活動を行いました。 

また大会 2 日目には前日出場した日本代表選手等とのサイン会、写真撮影の交流会も実

施しました。人数制限を設けるため 150名分の整理券を準備したのですが、1時間前から行

列が出来始め、開始 15分前には整理券が配布完了する程の盛況であり、そして、テレビで

しか見ることができない一流選手を目の前にしてハイテンションになっている子供達や、

憧れの選手を前に緊張する柔道ファンなど老若男女に楽しんで頂きました。そして、前日

の激闘で疲労困憊にも関わらず、嫌な顔一つせず参加して頂いた選手達には本当に感謝の

気持ちで一杯です。 



今年度も沢山の子供達が目を輝かしてイベントに参加してくれた姿を見ることで委員会

活動は大成功だったと確信できましたので、次年度以降も継続して取り組んでいき柔道フ

ァン拡大を図っていきたいと思います。 

最後になりますが、今回の活動にあたり、関係者の方々のご協力により、2日間大きな事

故なく無事終了することができたことに御礼を申し上げます。 

  

 

３．参加委員感想 

（近藤） 

昨年に引き続き委員会活動を実施させて頂きましたが、今回も沢山の子供達の笑顔や

喜ぶ姿を見ることができました。また、九州の柔道ファンは非常に情熱的であり、交流

会開始 1時間前から並び始めるのを見ると私の方まで感心させられ、『流石、柔道王国・

九州！』と改めて実感しました。今後も子供達や柔道ファンが喜んでくれるようなイベ

ントを継続していけるよう委員会で議論していきたいと思います。 

最後になりますが、試合翌日にも関わらず交流会に参加して頂いた選手の皆様にはこ

の場を借りて厚く御礼申し上げます。 

 

（廣瀬） 

    昨年に引き続き、委員会企画に参加させていただきました。昨年から始まった企画 

ですが、「今年も来たよ」と柔道衣を着て写真撮影する親子や「サイン会はいつから？」

という子供の姿もあり、取り組みが楽しみにされながら好意的に浸透しつつあることを

実感しています。ポストカードも好評でした。同時に配布した視覚障害者柔道のパンフ

レットも理解と普及促進に役立っていることを感じています。よって、今後も継続でき

ればと考えています。 

  最後に快く協力していただいた選手の方々、補助に入ってくれた福岡教育大の皆さん

等、協力してくださった方々に感謝申し上げます。 

 

（米田） 

   昨年に引き続き、多くの方にブースに立ち寄っていただきました。代表の柔道着を着

て楽しそうに写真を撮られるお子さんたちを始め、選手との交流会も多くの方が参加し

てくださいました。 

また、ブースで配布した視覚障害者柔道の説明や JADAの説明など熱心に聞いていただ

けたことも大きかったと思います。 

今後も引きつづき取り組んで行けたらといいと感じています。 

 

以  上 

 


